
賑
や
か
に
総
会
と
懇
親
会 

会
員
四
十
二
名
の
出
席
で
開
催 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
で
延
期
し
て
い
た
第
13
回
総
会
を
福
岡
県
コ
ロ
ナ

警
報
も
解
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
４
月
15
日
（
土
）
に

大
博
多
ビ
ル
11
階
の
頤
和
園
で
会
員
42
名
の
出
席

で
開
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
岡
田
会
長
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

長
ら
く
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
も
感
染
状

況
が
低
下
し
経
済
活
動
の
再
開
も
進
ん
で
い
ま
す
。

市
職
労
退
職
者
の
会
の
と
し
て
も
少
し
ず
つ
活
動
を

拡
大
し
て
行
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

続
い
て
横
多
事
務
局
長
か
ら
活
動
報
告
と
し
て

「
山
登
り
同
好
会
」
「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
「
手
芸
教
室
」

な
ど
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
活
動
報
告
と
「
第
11
回

退
職
者
の
会
バ
ス
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

新
年
度
活
動
方
針
で
は
、
①
「
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
」

活
動
の
内
容
と
範
囲
を
広
げ
て
行
く
。
②
バ
ス
ハ
イ

ク
は
秋
・
初
冬
を
目
安
に
日
帰
り
で
検
討
す
る
。
③

何
で
も
話
せ
る
昼

食
交
流
と
懇
談
会

を
と
り
く
む
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
２
０
２

２
年
度
会
計
収
支

報
告
で
は
、
会
費

と
し
て
146
名
の
方

か
ら
更
新
手
続
き

に
よ
り
会
費
納
入

が
あ
り
、
入
金
手

数
料
を
除
い
て
別

記
の
と
お
り
４
３
万
円
余
の
入
金
が
あ
り
現
在
の
会

員
登
録
は
２
６
０
名
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
会
員
数
も
徐
々
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
知
り
合
い
で
ま
だ
市

職
労
退
職
者
の
会
を
御
存
知
で
な
い
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 《
小
旅
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内
》 

長
崎
街
道
「
木
屋
瀬
」
を
歩
く 

 

暑
く
な
る
６
月
か
ら
８
月
は
「
山
登
り
同
好
会
」

は
休
止
し
ま
す
。
替
っ
て
「
小
旅
ク
ラ
ブ
」
の
企
画
を

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

６
月
は
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
筑
豊

に
あ
る
「
木
屋
瀬
」
（
こ
や
の
せ
）
を
訪
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

 

 

たより 63 号 
2023年５月 29日 

会計収支報告（2023 年３月末現在） 

① バスハイク収支 
日 時 2022年 10 月 20日 

場 所 佐賀県鹿島市（浜宿他） 

参加者 29名 

収入の部 １３０，５００円 

   参加費 4,500円×29名 

支出の部 １８４，８４０円 

   貸し切りバス代 135,440円 

   現地ガイド料  5,900円 

   昼食代     43,500円 

差引 ▲５４，３４０円（組合補助） 

② 会費（通信費）収支 
＜支出の部＞ たより郵送料金 

 第 58号 25,116円 

 第 59号 25,956円 

 第 60号 25,620円 

 第 61号 25,620円 

 第 62号 25,620円 

 合 計 １２７，９３２円 

＜収入の部＞ 

 会費納入 ４３４，８７５円 

   3000円×146人（手数料除） 

 前年繰越金  ６３，１２６円 

 合 計 ４９８，００１円 

次年度繰越 ３７０，０６９円 



木
屋
瀬
宿
は
、
筑
前
六
宿
と
よ
ば
れ
た
宿
場
町
の

一
つ
で
、
赤
間
道
と
飯
塚
道
へ
向
か
う
追
分
の
宿
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
東
構
口
（
黒
崎
口
）
と
西
構
口

（
飯
塚
口
）
で
囲
ま
れ
た
宿
場
内
に
は
、
本
陣
や
脇

本
陣
、
問
屋
場
や
群
屋
な
ど
の
諸
設
備
が
完
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
敵
か
ら
の
防
衛
の
た
め
、

町
割
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
く
」
の
字
に
曲

が
る
街
道
や
、
「
矢
止
め
」
と
呼
ば
れ
る
鋸
型
の
家

並
み
が
特
徴
的
で
す
。 

       

日
時 

６
月
17
日
（
土
） 

場
所 

北
九
州
市
木
屋
瀬 

集
合 

博
多
駅
8
時
43
分
発
直
方
行
で
直
方
下
車 

筑
豊
電
鉄
黒
崎
駅
行
に
乗
換
、
木
屋
瀬
ま
で 

運
賃 

２
，
３
２
０
円
（
往
復
） 

昼
食 

木
屋
瀬
駅
近
く
の
お
店
を
利
用
（
要
予
約
） 

参
加
申
込 

組
合
書
記
局
（
７
１
１ 

４
９
４
０
） 

ま
た
は
横
多
（090

‐
1346‐

711
7

） 

締
切 

６
月
15
日
（
木
）
17
時
ま
で 

参
加
費
無
料
（
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
を
） 

筑
前
木
屋
瀬
宿
場
ま
つ
り 

毎
年
11
月
第
1
日
曜
日
に
は
、
木
屋
瀬
宿
内
の

大
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
街
全
体
を
会
場
に

し
て
「
筑
前
木
屋
瀬
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
す
。 

も
と
も
と
市

民
の
手
作
り
か

ら
始
ま
っ
た
祭

り
で
す
が
、
宿

場
踊
だ
け
で
な

く
様
々
な
企
画

さ
れ
大
道
芸
や

パ
レ
ー
ド
で
一

日
中
に
ぎ
わ

い
、
近
隣
地
域

か
ら
多
く
の
人

が
見
物
に
訪
れ

ま
す
。
ま
た
、

各
家
所
蔵
の

品
々
が
年
に
１
度
一
般
公
開
さ
れ
る
「
町
並
み
資
料

館
」
も
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
品
々

の
見
学
と
共
に
、
町
家
の
内
部
を
み
る
こ
と
も
で

き
、
宿
場
町
を
実
体
験
で
切
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

《
５
月
の
山
登
り
同
好
会
》 

  

山
登
り
同
好
会
で
は
、
５

月
16
日
に
筑
紫
野
市
と
佐

賀
県
基
山
町
に
跨
る
基
山

（404m

）
に
登
り
ま
し
た
。

５
月
に
し
て
は
季
節
外
れ

の
暑
さ
で
し
た
が
、
山
道
に

入
る
と
数
日
前
の
雨
の
せ

い
で
比
較
的
涼
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
春
の
花
々
が
早
咲
き

で
、
５
月
中
旬
ま
で
は
見
ら
れ

る
と
い
う
「
翁
草
」
も
す
っ
か
り

“
翁
”
の
姿
に
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

基
山
は
沢
山
の
史
跡
が
見
ら

れ
る
山
で
「
歴
史
散
歩

道
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、

写
真
は
縦
15
ｍ
、
横
10

ｍ
余
り
の
「
大
礎
石
」
跡

で
、
大
き
な
建
物
が
有

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま

す
。 

 

問屋跡 

庄屋跡 

船庄屋跡 

御茶屋（本陣）跡 


